
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国
民
生
活
や
企
業
活
動
に
不
可
欠
の
要

素
で
あ
り
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
政
策
は
、
国
家
戦
略
の
根

幹
と
も
い
え
る
。
安
倍
政
権
で
は
、
将
来
の
電
力
料
金

の
大
幅
な
上
昇
や
供
給
不
安
を
招
き
経
済
・
社
会
に
大

き
な
打
撃
を
与
え
か
ね
な
い
前
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
、
現
在
、
白
紙
か
ら
見
直
し
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
て
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
あ
り
方
や
課

題
に
つ
い
て
議
論
す
る
。



●
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関
す
る

現
状
認
識
と
当
面
の
課
題

鯉
沼

安
倍
政
権
の
経
済
政
策
に
よ
っ
て
、
企
業

の
投
資
意
欲
や
消
費
者
の
購
買
意
欲
が
高
ま
り
つ

つ
あ
り
、
日
本
経
済
に
よ
う
や
く
明
る
い
兆
し
が

見
え
始
め
て
い
ま
す
。「
六
重
苦
」
と
い
わ
れ
た

日
本
の
事
業
環
境
も
、
行
き
過
ぎ
た
円
高
は
是
正

さ
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）へ
の

参
加
も
交
渉
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
法
人
税

率
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
も
、
方
向
性
が
見
え
て

き
て
い
ま
す
。
他
方
、
電
力
問
題
に
つ
い
て
は
、

い
ま
だ
解
決
の
道
筋
が
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関
す

る
現
状
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
、
ご
意
見
を

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
産
業
界
の
立
場
か
ら
、

井
手
副
議
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

電
力
コ
ス
ト
上
昇
に
よ
っ
て

日
本
企
業
の
国
際
競
争
力
は
低
下

井
手

東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
半
余
り
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
電
力
の
供
給
不
安
と
料
金
上
昇
の

問
題
が
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
、
国
民
や
企
業
、
電
気
事
業
者
の
努
力
に
よ
り
、

大
規
模
停
電
は
回
避
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見

て
「
電
力
は
足
り
て
い
る
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え

て
き
ま
す
が
、
決
し
て
楽
観
で
き
る
状
況
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
も
し
大
型
の
火
力
発
電
所
に
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
れ
ば
、
大
停
電
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
綱

渡
り
の
状
況
で
す
。
ま
た
、
原
発
の
停
止
、
円
安

な
ど
に
よ
り
、
電
力
コ
ス
ト
は
上
昇
し
て
い
ま
す
。

企
業
は
、
多
大
な
コ
ス
ト
を
か
け
、
従
業
員
に

も
負
担
を
か
け
な
が
ら
、
節
電
に
取
り
組
み
、
身

を
削
っ
て
い
ま
す
。
電
力
の
安
定
し
た
供
給
が
な

け
れ
ば
、
企
業
の
国
際
競
争
力
は
低
下
し
、
経
済

の
成
長
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

経
団
連
が
四
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

今
後
、
電
力
の
供
給
不
安
・
節
電
要
請
と
料
金
の

上
昇
が
重
な
っ
た
場
合
、
製
造
業
で
は
、
八
一
・

七
％
が
「
生
産
を
減
少
ま
た
は
大
き
く
減
少
さ
せ

る
」、
五
五
・
〇
％
が
「
国
内
設
備
投
資
を
減
少

あきもと けいご
秋元圭吾
地球環境産業技術研究機構
（RITE）システム研究グループ
グループリーダー

いで あきひこ
井手明彦
審議員会副議長／資源エネルギー
対策委員長
三菱マテリアル会長

ささき のりお
佐々木則夫
副会長
東芝副会長

あさだ きよえ
浅田浄江
WEN（ウイメンズ・エナジー・
ネットワーク）代表・消費生活
アドバイザー

鯉沼 晃

〈司会〉

資源エネルギー対策委員会企画部会長
昭和電工取締役常務執行役員

座談会

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
あ
り
方

と
今
後
の
産
業
界
の
取
り
組
み

こいぬま あきら
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2013 年

7月

2010 年

7月
料金値上げ申請・認可内容

6,730円 2013 年9月に家庭7.73％

(8.5%) 企業11.0％値上げ

7,005円 2013 年9月に家庭8.94％

(11.1%) 企業15.24％値上げ

7,920円 2012 年9月に家庭8.46％

(25.2%) 2012 年4月に企業14.9％値上げ

7,508円
(15.5%)
6,781円
(7.7%)
7,655円 2013年5月に家庭9.75％

(19.3%) 2013年4月に企業17.26％値上げ

7,565円
(12.5%)
7,022円 2013年9月に家庭7.80％

(6.7%) 2013年7月に企業14.72％値上げ

7,155円 2013年5月に家庭6.23％

(14.9%) 2013年4月に企業11.94％値上げ

8,116円
(11.8%)

6,722円

6,581円

6,229円

7,261円

値上げ検討中

なし

なし

なし

中国

四国

九州

沖縄

6,203円

6,303円

6,327円

6,500円

6,298円

6,415円

北海道

東北

東京

中部

北陸

関西
①1.8%

②3.3%

②28.6%

③18.3%

③41.7%

③64.3%

③1.7%

④65.0%

④45.0%

④5.4%

④58.3%

⑤16.7%

⑤10.0%

⑤40.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

生産

国内設備投資

海外設備投資

収益

①大きく増加 ②増加 ③特に影響なし ④減少 ⑤大きく減少

（回答社数：60社）

（回答社数：60社）

（回答社数：56社）

（回答社数：60社）

ま
た
は
大
き
く
減
少
さ
せ
る
」、
九
八
・
三
％
が

「
収
益
を
減
少
ま
た
は
大
き
く
減
少
さ
せ
る
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
〔
図
表
１
参
照
〕。
電
力
供
給
と

料
金
に
懸
念
・
不
安
が
あ
る
だ
け
で
、
企
業
の
投

資
に
萎
縮
効
果
を
も
た
ら
す
傾
向
が
出
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
が
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
、
特
に
電
力
多

消
費
産
業
で
は
、
国
内
で
新
た
に
投
資
を
行
う
こ

と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

当
社
で
も
、
kWh
あ
た
り
の
電
力
コ
ス
ト
が
二
〇

一
一
年
度
に
比
べ
、
二
割
以
上
、
上
昇
し
て
い
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
省
エ
ネ
、
操
業
シ
フ

ト
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
電
力
料
金
の
上

昇
幅
が
あ
ま
り
に
大
き
く
、
と
て
も
電
力
料
金
の

上
昇
分
を
吸
収
で
き
ま
せ
ん
。
今
年
度
は
当
社
の

三
カ
年
の
中
期
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。

全
体
と
し
て
は
ま
ず
ま
ず
の
業
績
で
す
が
、
や
は

り
電
力
料
金
値
上
げ
の
影
響
が
大
き
く
、
当
初
の

計
画
が
未
達
に
な
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。

鯉
沼

で
は
、
佐
々
木
副
会
長
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

経
済
成
長
の
実
現
は
電
力
の
安
定
供
給
に

か
か
っ
て
い
る

佐
々
木

井
手
副
議
長
の
お
話
の
と
お
り
、
電
力

料
金
の
上
昇
は
、
産
業
界
全
体
に
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
法
人
税
の
実
効
税

率
引
き
下
げ
が
政
策
の
テ
ー
ブ
ル
に
載
り
ま
す
が
、

現
状
で
は
、
他
国
よ
り
高
い
法
人
税
な
ら
び
に
電

気
料
金
が
、
産
業
競
争
力
と
設
備
投
資
意
欲
を
削

い
で
い
ま
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
マ
イ
ン
ド
を
改
善
す
る
意

味
で
は
第
一
、
第
二
の
矢
が
う
ま
く
い
っ
て
い
ま

す
が
、
第
三
の
矢
の
成
否
は
、
民
間
の
投
資
を
活

性
化
で
き
る
か
に
よ
り
ま
す
。
現
状
、
電
力
供
給

の
不
安
、
料
金
の
上
昇
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
、
生

産
活
動
が
阻
害
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
な
ん
と

か
払
拭
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
消
費
税

増
税
に
対
し
て
は
、
デ
フ
レ
脱
却
が
腰
折
れ
に
な

ら
な
い
よ
う
気
を
遣
っ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
も
日
本
経
済
の
活
性
化
に

は
不
可
欠
で
す
。

原
発
停
止
に
よ
り
、
年
間
三
・
六
兆
円
の
国
富

が
海
外
に
流
出
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
の
財
政
収
支
が
悪
化
し
て
い
る
な
か
で
、
貿
易

収
支
の
赤
字
を
続
け
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、

当
然
、
国
債
に
対
す
る
信
用
も
落
ち
ま
す
。
経
済

成
長
以
前
に
、
国
全
体
が
沈
ん
で
し
ま
う
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
危
機
意
識
を
持
っ

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
対
処
す
べ
き
で
す
。

鯉
沼

産
業
界
か
ら
、
電
力
問
題
が
今
後
の
事
業

活
動
お
よ
び
日
本
の
経
済
成
長
の
妨
げ
と
な
る
こ

と
へ
の
懸
念
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
国
民
生
活
に
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
、
消
費
者
の
立
場
か
ら
、
浅
田
代

表
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

福
島
の
復
興
が
何
よ
り
も
重
要

浅
田

東
日
本
大
震
災
以
降
、
電
力
六
社
が
値
上

げ
を
申
請
し
、
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
燃
料
調
整
単

価
上
昇
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
賦
課
金
単

価
の
上
昇
も
重
な
り
、
家
庭
の
電
気
料
金
の
値
上

が
り
が
続
い
て
い
ま
す
。
住
環
境
計
画
研
究
所
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
東
日
本
大
震
災
前
の
二
〇
一

〇
年
七
月
、
東
京
電
力
管
内
の
標
準
家
庭
の
電
気

料
金
は
、
六
三
二
七
円
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今

年
七
月
の
そ
れ
は
、七
九
二
〇
円
で
、実
に
二
五
・

二
％
も
上
昇
し
て
い
ま
す
〔
図
表
２
参
照
〕。
私
の

周
囲
で
も
、
今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
人
が
値
上
げ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

前
述
の
、
住
環
境
計
画
研
究
所
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
（
注
１
）
に
よ
る
と
、
料
金
値
上
げ
を
し
た

関
西
・
東
京
で
は
、
七
割
が
電
気
料
金
の
値
上
げ

に
よ
る
生
活
へ
の
影
響
を
実
感
し
て
お
り
、
特
に
、

自
営
業
者
、
高
齢
世
帯
、
子
育
て
世
帯
は
、
強
く

実
感
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
値

上
が
り
を
強
く
実
感
し
て
い
る
世
帯
で
は
電
気
代

だ
け
で
な
く
、
他
の
出
費
も
節
約
す
る
意
識
を
高

め
て
い
ま
す
。
景
気
が
回
復
基
調
に
あ
る
と
い
い

ま
す
が
、
生
活
者
レ
ベ

ル
の
経
済
は
そ
う
と
は

い
え
ま
せ
ん
。

今
年
は
、
企
業
や
国

民
な
ど
の
努
力
に
よ
り
、

計
画
停
電
を
経
験
せ
ず

に
済
み
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、
安
堵
す
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
背
景
に

あ
る
も
の
、
例
え
ば
火

力
発
電
所
の
稼
働
率
が

上
が
り
、
燃
料
代
も
上

が
り
、
企
業
の
業
績
に

響
い
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、
敏
感
に
感
じ
取
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関
し
て
は
、
一
般
の
人
々
、

サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
の
意
識
を
把
握
す

る
こ
と
が
、
非
常
に
大
切
で
す
。
東
日
本
大
震
災

後
、
多
く
の
人
々
の
な
か
で
、
原
発
は
不
要
だ
と

い
う
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
二
年
半
以

上
経
過
し
た
現
在
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
食
品

の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
パ
ニ
ッ
ク
状
態

か
ら
は
脱
し
、
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
が
、
連
日
、

汚
染
水
問
題
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、

原
発
事
故
の
収
拾
、
福
島
の
復
興
な
く
し
て
は
、

原
子
力
を
電
力
の
選
択
肢
と
し
て
考
え
る
と
こ
ろ

ま
で
は
い
か
な
い
の
で
す
。

先
日
、
安
倍
総
理
が
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
総
会
に
お
け
る
演
説
の
な
か
で
明
言
さ
れ
た
汚

染
水
対
策
を
、
国
を
あ
げ
て
確
実
に
実
行
す
る
こ

と
で
、
国
民
の
心
も
動
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

鯉
沼

秋
元
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
、
有
識
者
の
立

場
か
ら
ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
買
取
制
度
」

の
見
直
し
が
必
要

秋
元

原
発
事
故
以
降
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

図表１ 供給不安・節電要請や料金上昇が事業活動に及ぼす影響

出所：経団連「電力問題に関する緊急アンケート結果」（２０１３年４月）

（注１）住環境計画研究所 中上英俊「電気料金の値上げに関する消費者意識について」（２０１３年
１０月、総合資源エネルギー調査会基本政策分科会第６回会合 資料１―２）

（注）カッコ内は震災以前である２０１０年７月分からの上昇率
各電力会社で標準家庭の想定電力消費量は異なることに留意が必要

出所：各社の公表する２０１０年７月分、２０１３年７月分の標準家庭の電気料金

�２０１３Jyukankyo Research Institute Inc.

図表２ 電力１０社の電気料金値上げ状況
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策
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
は
失
墜
し
ま
し
た
。
私

も
、
浅
田
代
表
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
福
島
の

復
興
が
信
頼
回
復
の
出
発
点
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

一
方
で
、
原
発
停
止
に
よ
り
、
電
気
料
金
が
上

昇
し
、
国
富
が
流
出
し
て
い
る
こ
と
も
看
過
で
き

ま
せ
ん
。
当
然
、
国
内
経
済
に
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
。
国
民
は
、
電
気
料
金
が
上
が
り
始
め
た
こ

と
で
、
危
機
感
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
先
に
あ
る
問
題
ま
で
意
識
し
て
い
る
人
は
少

な
い
は
ず
で
す
。
国
内
の
産
業
が
競
争
力
を
失
え

ば
、
所
得
が
下
が
り
、
雇
用
も
失
わ
れ
か
ね
ま
せ

ん
。
そ
の
結
果
、
国
内
消
費
も
激
減
す
る
と
い
う

悪
循
環
が
待
っ
て
い
ま
す
。
国
民
は
、
電
気
料
金

の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
日
本
経
済
全
体
の
こ
と
を

含
め
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
現
状
認
識
を
持
つ
べ

き
で
す
。

ま
た
、
前
政
権
が
策
定
し
た
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
固
定
買
取
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
問
題
が

多
い
と
見
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
で
す
。
し

か
し
、
高
い
価
格
設
定
で
買
い
取
る
こ
と
に
よ
り
、

導
入
す
る
側
の
リ
ス
ク
を
低
減
し
て
も
、
結
局
は

国
民
負
担
に
跳
ね
返
り
ま
す
。
現
在
ま
で
に
認
可

さ
れ
た
も
の
が
す
べ
て
稼
働
す
れ
ば
、
kWh
あ
た
り

約
一
円
の
コ
ス
ト
増
に
な
る
と
い
う
試
算
が
出
て

い
ま
す
。
早
急
に
見
直
し
て
、
適
正
な
価
格
で
買

い
取
る
か
た
ち
に
す
る
べ
き
で
す
。

今
こ
そ
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を

冷
静
に
考
え
る
べ
き

鯉
沼

国
富
の
流
出
、
国
内
産
業
の
競
争
力
低
下

が
進
め
ば
、
非
常
に
厳
し
い
未
来
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
少
な
く
と
も
電
力
多
消
費
型
産
業
に
よ
る
生

産
拠
点
の
新
増
設
は
あ
り
得
な
い
状
況
で
す
。
そ

の
結
果
、
輸
入
品
を
買
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま

す
。
多
く
の
日
本
企
業
が
ア
ル
ミ
精
錬
か
ら
撤
退

し
た
結
果
、「
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
レ
ミ
ア
ム
」
が
発

生
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

佐
々
木

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
っ
た
一
九
七

三
年
の
化
石
燃
料
依
存
率
は
九
二
％
で
し
た
が
、

昨
年
、
同
じ
九
二
％
に
上
昇
し
ま
し
た
。
何
の
た

め
に
こ
れ
ま
で
原
発
を
推
進
し
て
き
た
の
か
、
も

う
一
度
、
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
経
済
の
規

模
が
大
き
く
な
り
、
新
興
国
の
追
い
上
げ
が
激
し

く
な
る
な
か
で
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
よ
う
な
事
態

が
再
現
し
た
ら
、
日
本
経
済
は
立
ち
直
れ
な
い
ほ

ど
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
で
し
ょ
う
。

井
手

当
社
は
、
三
重
県
四
日
市
市
で
多
結
晶
シ

リ
コ
ン
を
製
造
し
て
お
り
、
大
量
の
電
力
を
必
要

と
し
ま
す
。
同
じ
製
品
を
米
国
の
ア
ラ
バ
マ
州
で

も
製
造
し
て
い
ま
す
が
、
電
力
コ
ス
ト
は
半
分
以

下
で
す
。
こ
れ
以
上
、
電
気
料
金
が
値
上
げ
さ
れ

れ
ば
、
国
内
の
事
業
を
海
外
に
移
す
こ
と
も
考
え

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

秋
元

原
発
事
故
以
降
、
私
た
ち
の
目
は
安
全
リ

ス
ク
に
ば
か
り
向
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
電
力

供
給
途
絶
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
考
え

る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

浅
田

確
か
に
、
原
発
事
故
以
降
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
に
関
し
て
、
冷
静
な
意
見
を
言
う
こ
と
す

ら
は
ば
か
ら
れ
る
風
潮
が
あ
り
ま
す
。
消
費
者
も
、

理
性
を
持
っ
て
、
多
面
的
に
リ
ス
ク
を
考
え
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

●
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

鯉
沼

政
府
に
お
い
て
は
、
安
倍
総
理
の
指
示
に

基
づ
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
コ
ス
ト
の
低
減
の
観
点
も
含
め
、
責
任
あ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
構
築
す
る
べ
く
、
新
た
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
あ
り
方
を
考
え
る
際

に
は
、
ま
ず
、
わ
が
国
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を

客
観
的
に
認
識
し
た
う
え
で
、
政
策
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
際
の
基
本
的
視
点
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。

秋
元
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は
、
現
在
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
を
検
討
し
て
い
る
政
府
の
総
合
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の
委
員
を
務
め
て
お
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
独
自
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の

提
案
も
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
立
場
・
ご
経
験

か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
立
案
す
る
う
え
で
の

基
本
的
な
視
点
に
つ
い
て
、
お
話
し
い
た
だ
け
ま

す
か
。

「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」
を
基
本
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

秋
元

基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」

が
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

安
定
供
給
・
安
全
保
障（E

nergy
Security

）、

経
済
性（E

conom
ic
E
fficiency

）、
環
境
適
合

性（E
nvironm

ent

）、
そ
し
て
安
全
性（Safety

）

の
バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
取
る
か
が
、
現
世
代
、
将

来
世
代
の
幸
福
感
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
安
心
・
安
全
が
根
幹
で
あ
り
、
そ
こ
が

脅
か
さ
れ
れ
ば
幸
福
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

原
発
事
故
以
降
、
原
発
さ
え
な
け
れ
ば
安
心
・
安

全
だ
と
い
う
風
潮
が
あ
る
こ
と
に
は
、
危
機
感
を

覚
え
ま
す
。

先
ほ
ど
申
し
あ
げ
た
よ
う
に
、
経
済
性
が
損
な

わ
れ
れ
ば
、
企
業
の
競
争
力
が
低
下
し
、
所
得
が

失
わ
れ
、
将
来
の
幸
福
が
阻
害
さ
れ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
前
提
で
あ
る
安
心
・

安
全
を
築
け
ま
せ
ん
。
安
全
保
障
、
安
定
供
給
も

同
じ
こ
と
が
い
え
ま
す
。
例
え
ば
、
大
停
電
が
起

こ
れ
ば
、
生
活
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

海
外
か
ら
の
石
油
や
ガ
ス
の
供
給
が
途
絶
す
る
こ

と
も
安
心
・
安
全
を
脅
か
し
ま
す
。
環
境
面
で
い

え
ば
、
地
球
温
暖
化
が
進
行
す
る
な
か
で
、
将
来

世
代
の
安
心
・
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
か
も
し
れ
ず
、

す
べ
て
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
は
重
要
で
す
。
米
国

は
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
に
よ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
安
価
に
使
え
る
状
況
に
変
わ
り
ま
し
た
。
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
も
減
ら
し
な
が
ら
、
製
造
業
が
競
争

力
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ

に
日
本
企
業
が
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
安

価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
原
子
力
を
利
用
し
て
い
く
体
制
を
整

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
安
心
・
安
全
が
確
保
さ

れ
た
原
発
を
稼
働
し
て
い
く
こ
と
で
、
新
し
い
技

術
も
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
大
切
で
す
が
、
現
状
で
は
コ
ス

ト
が
高
く
、
経
済
活
動
を
疎
外
し
、
長
期
の
技
術

開
発
に
投
資
で
き
な
い
よ
う
な
事
態
と
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
一
方
、
石
炭
は
、
安
価
で
安
定
的
に
使

え
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
利
用
し
て
い
く

こ
と
が
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本
と
し

て
重
要
で
す
。

鯉
沼

佐
々
木
副
会
長
よ
り
、
産
業
界
と
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
あ
り
方
に
関
し
て
、
ご
意
見

を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
価
な
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
に

依
存
し
す
ぎ
る
の
は
危
険

佐
々
木

現
在
、
政
府
に
お
い
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
、

何
を
置
い
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
に
つ
き

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」

が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
秋
元
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
安
定
供

給
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ

ク
ス
が
ベ
ス
ト
と
な
る
の
か
、
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

米
国
は
、
フ
ラ
ッ
キ
ン
グ（
水
圧
破
砕
）技
術
が

確
立
さ
れ
た
こ
と
で
、
安
価
な
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ヘ
ン
リ
ー
ハ

ブ
価
格
（
注
２
）
で
は
三
〜
四
ド
ル
／M

M
B
tu

（
注
３
）
で
す
が
、

（注２）ヘンリーハブ価格：米国の天然ガス指標価格の呼称。ヘンリーハブ（Henry Hub）はルイジアナ州の天然ガスの集積地名。
ここでの天然ガスの価格がNYMEX（New York Mercantile Exchange）の先物価格の指標値となる
（注３）MMBtu：１MMBtu＝１００million Btu（British thermal unit）。１Btuは１ポンド（約４５０ｇ）の水の温度を華氏度で１度（摂氏
度で約０．６度）上げるのに必要な熱量
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こ
れ
を
液
化
し
て
日
本
に
ま
で
運
ぶ
と
一
二
〜
一

三
ド
ル
に
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
Ｃ
価
格（Japan

C
rude

C
ocktail：

全
原
油
平
均
価
格
）の
一
七

〜
一
八
ド
ル
よ
り
は
安
く
な
る
に
し
て
も
、
米
国

と
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
競
争
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
需
要
が
増
え
れ
ば
、
当
然
、

価
格
も
上
が
る
こ
と
も
考
慮
し
て
お
く
べ
き
で
す
。

日
本
と
し
て
は
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
利
用
を
考
慮

し
つ
つ
、
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
確
保
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

鯉
沼

井
手
副
議
長
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

現
実
的
な
シ
ナ
リ
オ
と
し
て

原
子
力
の
利
用
を
盛
り
込
む
べ
き

井
手

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
と
経
済
成
長
は
相
関

関
係
に
あ
り
ま
す
。
安
定
・
安
価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
供
給
さ
れ
な
け
れ
ば
、
経
済
成
長
は
望
め
ず
、

国
の
財
政
も
改
善
で
き
ま
せ
ん
。

日
本
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
潜
在
量
が
潤
沢
に

あ
る
一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
先
進
国
の
な

か
で
も
極
め
て
低
く
、
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
依
存

し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
表

裏
の
関
係
と
な
る
温
暖
化
対
策
と
の
整
合
性
も
取

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
面
は
化
石
燃
料
へ

の
依
存
度
が
高
い
状
態
で
、
経
済
成
長
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
国
内

で
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
制
約
が
あ
っ
て

も
、「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」
を
満
足
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

ミ
ッ
ク
ス
を
実
現
す
る
政
策
を
立
て
る
た
め
に
、

非
現
実
的
な
シ
ナ
リ
オ
を
立
て
る
こ
と
は
極
め
て

無
責
任
だ
と
思
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
を
増
や
す
た
め
に
、
コ
ス

ト
面
で
短
所
が
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大

量
導
入
し
、
一
方
で
需
要
見
通
し
を
減
ら
す
た
め

に
過
大
な
省
エ
ネ
を
産
業
界
や
国
民
に
課
し
て
、

需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
は
、
初
め
か
ら
無

理
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に

対
す
る
不
安
感
を
払
拭
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
現
実
的
な
解
を
求
め
る
に
は
、
や
は
り

原
子
力
の
利
用
を
盛
り
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
今
回
の
事
故
の
経
験
を
踏
ま
え
た
安
全
対

策
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
当
然

で
す
。
福
島
の
汚
染
水
問
題
、
数
十
年
に
及
ぶ
廃

炉
問
題
、
再
処
理
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
方
針
、

高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
や
使
用
済
み
燃
料
の
処
分
問
題

な
ど
、
す
べ
て
を
解
決
す
る
た
め
の
シ
ナ
リ
オ
を

描
い
て
、
こ
れ
を
着
実
に
実
行
す
る
取
り
組
み
が

見
え
て
き
て
初
め
て
、
こ
の
分
野
に
取
り
組
む
人

材
の
育
成
・
確
保
が
で
き
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
革

新
的
な
技
術
開
発
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
政
府
に
は
原
子
力
に
対
す
る
明
確
な
方

針
を
打
ち
出
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

技
術
革
新
の
視
点
も
重
要
で
す
。
日
本
は
、
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
優
れ
た
技
術
を
有
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
で
、
各

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
長
所
を
伸
ば
し
、
短
所
を
補
い
、

克
服
す
れ
ば
、
利
用
価
値
を
よ
り
高
め
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
保
障
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
開
発
さ
れ
た
技
術
を
国
内
外

に
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
規
模
で
の
課

題
解
決
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
成
長
に
も
つ
な
げ

て
い
く
視
点
が
必
要
で
す
。
温
暖
化
対
策
に
お
い

て
は
、
特
に
こ
の
考
え
方
が
重
要
で
す
。

鯉
沼

で
は
、
消
費
者
の
立
場
か
ら
浅
田
代
表
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

消
費
者
も
多
様
な
課
題
が
あ
る
こ
と
を

理
解
す
る
べ
き

浅
田

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
は
、
一
般
消

費
者
に
は
わ
か
り
に
く
い
部
分
が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
原
発
の
再
稼
働
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
、
地
球
環
境
問
題
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改

革
な
ど
、
多
様
な
課
題
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
な
か
で
も
、
先
程
来
お

話
が
出
て
い
る
「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」
に
反
対
す
る
人
は

ま
ず
い
な
い
で
し
ょ
う
。
皆
で
共
有
で
き
る
黄
金

律
だ
と
い
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
経
験
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
佐
々
木
副
会
長
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
時
に
電
源
を
多

様
化
す
る
と
い
う
選
択
を
し
た
わ
け
で
、
こ
れ
も

皆
が
納
得
で
き
る
こ
と
で
す
。

最
近
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
き
た
感
の
あ
る
地
球

温
暖
化
対
策
で
す
が
、
京
都
議
定
書
の
約
束
期
間

が
終
了
し
、
産
業
界
等
の
努
力
に
よ
っ
て
日
本
は

Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

電
事
連
が
発
表
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
二
〇
一

二
年
度
は
原
発
が
稼
働
し
て
い
な
い
た
め
に
Ｃ

Ｏ
２

の
排
出
原
単
位
は
上
が
っ
て
い
ま
す
。
現
在

は
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
上
が
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
結
果
を
見
つ
つ
、
地
球
温
暖
化
問
題
に

配
慮
し
て
い
く
と
、
や
は
り
原
子
力
を
利
用
す
る

べ
き
か
ど
う
か
、
消
費
者
と
し
て
も
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

電
力
を
確
保
す
る
た
め
に
、
政
府
も
、
企
業
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
配
慮
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一

つ
一
つ
を
消
費
者
が
理
解
し
た
う
え
で
、
選
択
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

か
つ
て
米
国
の
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
提
唱
し
た
、

「
安
全
で
あ
る
権
利
」「
知
ら
さ
れ
る
権
利
」「
選

択
で
き
る
権
利
」「
意
見
を
反
映
さ
せ
る
権
利
」

と
い
う
四
つ
の
消
費
者
の
権
利
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
関
し
て
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。
消
費
者
に

は
権
利
と
同
時
に
責
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
ず
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
決
定
と
実
行
に
か

か
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鯉
沼

こ
こ
ま
で
の
議
論
で
は
、
原
子
力
が
不
要

で
あ
る
と
い
う
お
話
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
そ
れ
ぞ
れ
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

原
子
力
の
リ
ス
ク
は
、
確
か
に
大
き
い
と
い
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
安

全
性
を
飛
躍
的
に
高
め
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
汚
染
水
対
策
に
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
原
子
力
に
対
す
る

国
民
の
信
頼
回
復
が
最
優
先
の
課
題
で
あ
る
こ
と

も
共
通
の
認
識
だ
と
思
い
ま
す
。

●
政
府
へ
の
要
望

鯉
沼

こ
こ
ま
で
伺
っ
た
基
本
的
考
え
方
に
基
づ

き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
政
策
が

必
要
か
、
ご
意
見
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
、
産
業
界
の
立
場
か
ら
、
井
手
副
議
長
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
特
性
を
踏
ま
え
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現
を

井
手

ま
ず
、
化
石
燃
料
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
の
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
経
済
性
と
出
力
の

安
定
性
の
点
で
相
対
的
に
優
れ
て
お
り
、
今
後
も

活
用
し
て
い
く
べ
き
で
す
。
安
倍
政
権
に
な
っ
て
、

事
業
者
が
利
用
し
得
る
最
良
の
技
術（
Ｂ
Ａ
Ｔ：

B
est
A
vailable

T
echnologies

）の
採
用
等
に

よ
り
、
可
能
な
限
り
環
境
負
荷
低
減
に
努
め
る
な

ど
、
一
定
の
条
件
の
も
と
で
石
炭
火
力
の
新
設
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
評
価
で
き
ま

す
。原

子
力
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
で
想
定
さ
れ
た
規
模
で
の
導
入
は
難

し
い
で
し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
、
化
石
燃
料
を
相

当
な
規
模
で
安
定
・
安
価
に
確
保
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
化
石
燃
料
の
大
部
分
を
海
外

か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
事
実
を
踏
ま
え
る

と
、
ま
ず
は
資
源
の
確
保
に
向
け
て
、
資
源
外
交

を
強
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
経
団
連
も
、

米
国
か
ら
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
輸
入
に
つ
い
て
、

米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
に
意
見
書
を
出
し
ま
し
た
が
、

安
倍
政
権
に
な
っ
て
か
ら
、
総
理
は
じ
め
、
政
府

首
脳
に
よ
る
積
極
的
な
資
源
外
交
が
展
開
さ
れ
て
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い
る
こ
と
は
大
変
心
強
く
感
じ
ま
す
。

化
石
燃
料
の
利
用
に
際
し
て
問
題
と
な
る
Ｃ

Ｏ
２

に
つ
い
て
は
、
石
炭
火
力
発
電
の
一
層
の
高

効
率
化
・
低
炭
素
化
に
向
け
た
研
究
開
発
お
よ
び

実
用
化
に
官
民
一
体
で
取
り
組
む
べ
き
で
す
。
石

炭
火
力
は
、
現
在
で
も
、
世
界
の
発
電
所
の
主
流

で
す
。
石
炭
火
力
の
一
層
の
高
効
率
化
・
低
炭
素

化
は
、
日
本
は
も
と
よ
り
、
世
界
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
の
抑
制
に
貢
献
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
全
保
障
や
環
境
性
の
観
点
か
ら
重
要
で

あ
る
も
の
の
、
現
時
点
で
は
、
非
効
率
で
不
安
定
、

高
コ
ス
ト
と
い
う
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
現
在

の
技
術
で
の
普
及
を
目
指
す
よ
り
、
研
究
開
発
に

注
力
す
べ
き
で
す
。

固
定
価
格
買
取
制
度
は
、
実
質
的
に
は
、
太
陽

光
発
電
の
導
入
を
促
進
す
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ピ
ー
ク
時
の
電
源
を
一
定
規
模
確
保
す
る

と
い
う
役
割
は
あ
る
も
の
の
、
他
の
電
源
と
比
べ

て
あ
ま
り
に
高
い
コ
ス
ト
で
の
導
入
が
続
け
ば
、

将
来
の
国
民
負
担
を
増
加
さ
せ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
な
が
る
研
究
開
発
も
阻
害
さ
れ
る
な
ど
、

問
題
が
あ
り
ま
す
。
先
行
し
て
導
入
し
て
い
る
欧

州
の
経
験
も
踏
ま
え
、
買
い
取
り
価
格
の
引
き
下

げ
等
、
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に
制
度
を
見
直

す
べ
き
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
特
性
を
踏
ま
え

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現
や
、
日
本
の
成

長
に
つ
な
が
る
か
た
ち
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
分
野
の
研
究
開
発
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
な
政
策

に
切
り
替
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

鯉
沼

佐
々
木
副
会
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

火
力
発
電
の
リ
プ
レ
ー
ス
を

進
め
る
た
め
の
施
策
を

佐
々
木

電
源
を
考
え
る
と
き
に
、
ま
ず
ベ
ー
ス

ロ
ー
ド
の
確
保
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ベ

ー
ス
ロ
ー
ド
を
担
え
る
電
源
は
、
や
は
り
火
力
、

原
子
力
、
水
力
の
三
つ
で
す
。
地
熱
も
候
補
に
あ

げ
ら
れ
ま
す
が
、
日
本
の
場
合
、
地
域
性
に
よ
り

利
用
し
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。
火
力
、
原
子
力
、

水
力
の
三
つ
を
確
保
し
た
う
え
で
、
再
生
利
用
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
考
え
る
べ
き
で
す
。

最
新
の
超
々
臨
界
圧
石
炭
火
力
発
電
な
ど
は
、

飛
躍
的
に
効
率
が
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に

は
日
本
国
内
で
石
炭
火
力
を
新
設
が
で
き
な
い
状

況
で
す
。
し
か
し
、
高
経
年
の
石
炭
火
力
を
リ
プ

レ
ー
ス
す
る
だ
け
で
、
Ｃ
Ｏ
２

も
温
排
水
も
削
減

で
き
ま
す
し
、
発
電
量
も
増
や
せ
ま
す
。
最
新
の

技
術
に
新
陳
代
謝
を
し
て
い
く
施
策
を
講
じ
て
い

く
べ
き
と
思
い
ま
す
。

原
子
力
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
内
で
は
、
福
島

の
事
故
以
降
、
原
発
の
再
稼
働
す
ら
困
難
な
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
国
民
の
原
発
に
対
す
る
不
信
感

は
十
分
に
理
解
で
き
ま
す
。
い
か
に
信
頼
感
を
取

り
戻
す
か
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
た
う
え

で
、
方
向
性
を
示
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
原
子
力

の
将
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
米
国
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

ー
大
統
領
に
よ
っ
て
「
原
子
力
の
平
和
利
用
」
が

提
唱
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

ま
で
許
さ
れ
て
い
る
の
は
、
核
兵
器
を
保
有
し
て

い
る
国
以
外
で
は
、
日
本
だ
け
で
す
が
、
本
来
、

競
争
力
の
源
に
な
る
は
ず
の
原
発
が
止
ま
っ
て
い

ま
す
。
二
〇
一
八
年
に
有
効
期
限
を
迎
え
る
日
米

原
子
力
協
定
を
含
め
て
、
こ
こ
を
確
保
し
な
け
れ

ば
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
は
危
機
的
な
状

況
に
な
る
で
し
ょ
う
。
外
交
も
含
め
て
、
政
府
の

尽
力
を
お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
水
力
発
電
は
、
大
規
模
開
発
が
ベ

ー
ス
だ
っ
た
た
め
新
設
に
は
難
し
い
面
が
あ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
分
散
型
の
小
規
模
発
電
が
有

効
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
水

利
権
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
水
利
権
を
整
理
す
る

法
律
を
つ
く
り
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
分
散
型
電
源

と
し
て
活
用
の
道
を
開
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

地
熱
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
少
し
触
れ
ま
し
た

が
、
開
発
に
も
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
競
争
力
に
響

い
て
き
ま
す
。
ハ
ン
デ
ィ
を
持
た
な
い
か
た
ち
で

実
現
す
る
た
め
に
、
や
は
り
さ
ら
な
る
規
制
緩
和

が
必
要
で
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
、
風
力
と
太
陽
光

が
メ
イ
ン
と
な
り
ま
す
。
以
前
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
者
と
こ
ん
な
話
を
し
ま
し

た
。
彼
は
、「
日
本
に
は
広
大
な
砂
漠
も
な
い
し
、

日
照
量
で
も
負
け
て
い
る
か
ら
、
太
陽
光
発
電
を

い
く
ら
が
ん
ば
っ
て
も
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
勝
て

な
い
」
と
言
う
の
で
す
。
は
じ
め
か
ら
競
争
力
で

負
け
て
い
る
も
の
に
、
い
く
ら
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
付
け
て
普
及
さ
せ
て
み
て
も
、
無
駄
が
多
く
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
砂
漠
に
日
本
の
太
陽
光
発
電
を
提
供

し
て
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
石
油
や
ガ
ス
を
輸
出

し
て
も
ら
う
仕
組
み
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
強
引
に
進
め
れ
ば
、

後
々
、
弊
害
が
出
て
く
る
こ
と
も
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
安
定
・
安
価
な
電
力
を
確

保
す
る
こ
と
を
「
目
的
」
と
す
べ
き
で
す
。
し
か

し
、
定
量
的
に
ど
れ
だ
け
安
く
な
る
の
か
、
ど
れ

だ
け
安
定
す
る
の
か
、
具
体
的
な
姿
が
示
さ
れ
な

い
ま
ま
、
発
送
電
分
離
や
電
力
自
由
化
と
い
う

「
手
段
」
が
「
目
的
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

感
じ
が
し
ま
す
。
先
行
し
て
い
る
欧
米
諸
国
で
も
、

必
ず
し
も
う
ま
く
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
諸
外
国
の
事
例
を
踏
ま
え
て
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

鯉
沼

で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ご
と
の
政
策
の
あ
り

東
日
本
大
震
災
後
、
国
民
の
な
か
で
原
発
は
不
要
だ
と
い
う
意
識
が
高
ま
り
、
そ
れ
は
二
年
半

以
上
経
過
し
た
現
在
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
連
日
、
汚
染
水
問
題
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
原

発
事
故
の
収
拾
、
福
島
の
復
興
な
く
し
て
は
、
原
子
力
を
電
力
の
選
択
肢
と
し
て
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
一
方
で
、
消
費
者
と
し
て
も
、
多
面
的
に
リ
ス
ク
を
考
え
、
冷
静
に
判
断
す
べ

き
時
期
に
き
て
い
る
。「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」
に
反
対
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
政
府
に
は
消
費

者
が
総
合
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
判
断
で
き
る
か
た
ち
で
の
情
報
の
提
示
を
、

ま
た
、
産
業
界
に
は
さ
ら
な
る
技
術
革
新
を
期
待
し
た
い
。

（
浅
田
浄
江
氏
）

電
力
料
金
の
上
昇
は
、
産
業
競
争
力
と
設
備
投
資
の
意
欲
を
削
い
で
い
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

「
第
三
の
矢
」
で
あ
る
経
済
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
安
価
な
電
力
を
安
定
的
に
供
給
す

る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
原
発
の
停
止
に
よ
り
、
年
間
三
・
六
兆
円
の
国
富
が
海
外
に

流
出
し
て
い
る
。
貿
易
収
支
の
悪
化
は
、
財
政
の
悪
化
、
ひ
い
て
は
国
債
の
信
用
低
下
を
招
き

か
ね
ず
、
危
機
意
識
を
持
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
対
処
す
べ
き
で
あ
る
。
原
子
力
は
世
界

標
準
の
安
全
基
準
で
、
火
力
発
電
は
高
効
率
で
環
境
に
や
さ
し
い
も
の
に
更
新
し
て
い
く
こ
と

で
、「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
が
可
能
に
な
る
。

（
佐
々
木
則
夫
氏
）
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方
に
つ
い
て
、
消
費
者
の
立
場
か
ら
、
浅
田
代
表
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
検
討

に
あ
た
り
、
消
費
者
と
し
て
開
示
を
望
む
情
報
、

議
論
を
求
め
た
い
事
項
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

消
費
者
が
比
較
し
や
す
い
情
報
提
供
を

浅
田

私
ど
も
の
団
体
は
、
設
立
し
て
二
〇
年
に

な
り
ま
す
。
一
般
消
費
者
が
自
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

選
択
す
る
た
め
の
情
報
を
伝
え
る
活
動
を
続
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
大
学
祭
に
ブ
ー
ス
を

設
け
て
、「
ど
う
な
る
と
思
う

五
〇
年
後
の
電

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
展
示
や
説
明

を
参
考
に
、
電
源
ご
と
に
投
票
し
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
採
る
こ
と

が
目
的
で
は
な
く
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
一

人
ひ
と
り
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
関
心
を
持
ち
、
考

え
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

そ
う
し
た
活
動
の
な
か
で
感
じ
る
の
は
、
東
日

本
大
震
災
後
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
人
気
が

圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
で
す
。
情
報
が
縦
割
り
で
提

供
さ
れ
、
横
断
的
に
比
較
で
き
な
い
こ
と
も
原
因

で
し
ょ
う
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
勉

強
す
る
と
、
そ
れ
が
理
想
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
よ
う

に
思
え
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
メ
リ
ッ

ト
だ
け
で
な
く
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
気
象
条
件

に
伴
う
発
電
量
の
変
動
リ
ス
ク
や
導
入
量
の
増
加

に
よ
る
電
力
系
統
へ
の
影
響
な
ど
、
ト
ー
タ
ル
で

判
断
で
き
る
よ
う
な
情
報
提
供
が
必
要
で
す
。

原
子
力
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
密
度
、
発
電
コ
ス
ト
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
、
資
源

の
有
限
性
な
ど
の
デ
ー
タ
を
示
し
、
他
の
電
源
と

の
比
較
を
し
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
東
日
本
大
震

災
以
降
は
コ
ス
ト
を
出
す
こ
と
に
躊
躇
が
あ
り
ま

す
。
今
後
の
事
故
処
理
関
連
の
費
用
の
増
大
に
よ

り
、
当
然
、
コ
ス
ト
が
上
が
っ
て
く
る
た
め
で
す
。

政
府
に
は
、
国
民
と
の
信
頼
醸
成
に
努
め
る
こ
と
、

総
合
的
に
判
断
で
き
る
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と

を
求
め
ま
す
。

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
に
つ
い
て
は
、
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
が
、
改
革
の
効
果
と
し
て
、「
家
庭
で

も
電
力
会
社
を
選
べ
る
よ
う
に
」「
ど
の
よ
う
な

電
気
を
使
う
か
、
自
分
で
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
」

「
電
気
料
金
を
少
し
で
も
安
く
」「
我
慢
の
節
電
か

ら
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
節
電
へ
」
と
い

っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
（
注
４
）
。
そ
れ
ぞ
れ
概
念

と
し
て
は
わ
か
る
の
で
す
が
、
定
量
的
で
具
体
的

な
メ
ニ
ュ
ー
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

海
外
の
事
例
で
は
、
停
電
が
多
い
と
か
、
必
ず
し

も
電
気
料
金
は
安
く
な
っ
て
い
な
い
と
い
っ
た
報

告
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
に
も
改
革

を
加
速
し
て
い
き
た
い
と
い
う
意
向
は
理
解
で
き

ま
す
が
、
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
改
革
な
の
で
、
時

間
を
か
け
て
検
討
し
、
国
民
に
も
丁
寧
に
説
明
し

て
ほ
し
い
で
す
。
今
の
ま
ま
で
は
、
本
当
に
安
定

供
給
が
で
き
る
の
か
、
不
安
が
あ
り
ま
す
。

鯉
沼

続
い
て
、
政
府
の
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

調
査
会
基
本
政
策
分
科
会
委
員
と
し
て
参
画
し
て

い
る
、
秋
元
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
に
、
政
府
は
何

を
す
べ
き
か
、
ご
意
見
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

原
子
力
の
コ
ス
ト
に
関
す
る

正
し
い
情
報
提
供
が
必
要

秋
元

ま
ず
、
政
府
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見
通
し
に

責
任
を
持
つ
こ
と
で
す
。
電
力
自
由
化
の
議
論
が

ま
さ
に
そ
う
で
す
が
、
自
由
化
す
る
の
だ
か
ら
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
の
数
字
は
政
府
が
出

す
の
で
は
な
く
、
市
場
が
決
め
れ
ば
い
い
と
い
う

論
調
が
見
受
け
ら
れ
る
の
は
危
険
で
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
社
会
の
基
盤
で
す
か
ら
、
産
業
や
国
民
生

活
に
高
い
予
見
性
を
与
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
ち
ろ
ん
正
確
な
数
値
を
出
す
こ
と
は
難
し
い
で

す
が
、
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
ど
れ
く
ら
い
の
コ
ス
ト
に
な
る
と

い
っ
た
こ
と
を
含
め
た
計
画
を
、
政
府
は
責
任
を

持
っ
て
つ
く
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

先
ほ
ど
か
ら
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
お
話
が
出

て
い
ま
す
が
、
私
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
改

革
す
れ
ば
バ
ラ
色
の
未
来
が
待
っ
て
い
る
か
の
よ

う
な
、
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
の
資
料
が
出
て
き
て
い

る
こ
と
を
憂
慮
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
良
い
面

も
あ
る
の
で
す
が
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
決
し
て
小
さ

く
な
い
こ
と
を
よ
く
認
識
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
改
革
を
行
っ
た
国
で
本
当
に
電
力
価
格

が
下
が
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
電
力
が
不
足
し
て
い
る

国
で
は
価
格
が
上
が
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

日
本
は
、
ま
さ
に
電
力
が
不
足
し
て
い
る
状
況
で

す
の
で
、
拙
速
に
自
由
化
を
断
行
し
て
、
果
た
し

て
電
力
価
格
が
下
が
る
か
、
疑
問
で
す
。
政
府
は

丁
寧
に
説
明
し
、
慎
重
に
制
度
改
革
を
し
て
い
く

べ
き
で
す
。

ま
た
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
に
お
い
て
、
原
子

力
を
ど
う
考
え
る
か
も
非
常
に
重
要
な
テ
ー
マ
で

す
。
原
子
力
は
長
期
の
投
資
が
必
要
で
、
長
期
で

は
リ
タ
ー
ン
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
長

期
で
考
え
る
と
コ
ス
ト
が
安
く
な
り
ま
す
。
自
由

化
さ
れ
た
場
合
、
短
期
の
リ
タ
ー
ン
が
重
視
さ
れ

る
傾
向
が
あ
り
、
原
子
力
や
高
効
率
の
石
炭
火
力

な
ど
は
、
初
期
投
資
が
大
き
い
た
め
選
択
さ
れ
に

く
く
な
る
の
で
す
。
し
か
し
、
地
球
環
境
の
た
め

に
い
い
の
か
、
長
期
の
経
済
効
果
を
考
え
る
と
逆

効
果
で
は
な
い
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
も
検
討
さ

れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

前
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
会
議
に
お
け
る
分

析
は
、
省
エ
ネ
の
見
通
し
が
過
大
で
し
た
。
Ｇ
Ｄ

Ｐ
が
伸
び
れ
ば
、
当
然
、
電
力
消
費
も
伸
び
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
半
余
り
が
経
過
し
た
が
、
電
力
の
供
給
不
安
と
料
金
上
昇
が
今
も
続

い
て
い
る
。
国
民
・
企
業
や
電
気
事
業
者
の
努
力
に
よ
り
、
大
規
模
停
電
は
回
避
さ
れ
て
い
る

が
、
楽
観
で
き
る
状
況
に
は
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
が
続
け
ば
、
企
業
の
投
資
は
萎
縮
し
、
国

際
競
争
力
の
低
下
を
招
き
か
ね
な
い
。「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」
を
満
た
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
実

現
す
る
た
め
に
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
は
、
原
子
力
の
利
用
を
盛
り
込
む
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
事
故
の
経
験
を
踏
ま
え
た
安
全
対
策
の
実
施
が
不
可
欠
で
あ
る
。

（
井
手
明
彦
氏
）

福
島
の
復
興
が
信
頼
回
復
の
出
発
点
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
は
、

安
全
性
の
リ
ス
ク
だ
け
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
電
力
供
給
途
絶
の
リ
ス
ク
や
長
期
的
な
リ

タ
ー
ン
を
考
慮
し
、「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」
を
実
現
す
る
た
め
の
選
択
肢
に
加
え
る
べ
き
で
あ
る
。
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
だ
が
、
現
在
の
「
固
定
買
取
制
度
」
に
よ

る
導
入
は
、
結
局
、
国
民
負
担
の
か
た
ち
で
跳
ね
返
る
こ
と
に
な
る
。
早
急
に
見
直
し
て
、
適

正
な
価
格
で
買
い
取
る
か
た
ち
に
す
べ
き
で
あ
る
。

（
秋
元
圭
吾
氏
）

（注４）「電力システム改革とその効果」（２０１３年５月、総合資源エネルギー調査会総合部会
第３回会合 資料３）
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酸素製造装置

CO2 タービン・発電機 再生熱交換器

湿分分離器

CO2圧縮機

CO2ポンプ

冷却塔

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
伸
び
て
、
な
お
か
つ
電
力
消
費
量
が
下

が
る
と
い
う
バ
ラ
色
の
世
界
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東

日
本
大
震
災
以
降
、
確
か
に
電
力
消
費
量
は
抑
制

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
政
府
が
描
い
た
と

お
り
に
は
な
っ
て
い
な
い
わ
け
で
、
そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
き
ち
ん
と
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
バ

ラ
色
の
世
界
を
描
く
と
、
結
局
、
国
民
に
し
わ
寄

せ
が
い
き
ま
す
。
ミ
ク
ロ
の
視
点
、
マ
ク
ロ
の
視

点
、
両
側
か
ら
詰
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。原

子
力
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
、
原
発
事
故
以
降
、

そ
れ
ま
で
の
政
府
の
試
算
が
嘘
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
念
が
、
国
民
に
生
じ
ま
し
た
。
そ

こ
で
政
府
は
、「
コ
ス
ト
等
検
証
委
員
会
」
を
開

き
、
オ
ー
プ
ン
な
場
で
コ
ス
ト
を
試
算
し
た
わ
け

で
す
。
い
く
つ
か
問
題
は
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
こ

と
自
体
は
評
価
に
値
し
ま
す
。
原
子
力
の
コ
ス
ト

は
相
対
的
に
安
価
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
国
民
の
な
か
に
は
い
ま
だ
に
そ
れ
に

対
す
る
疑
念
さ
え
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
冷
静
に

見
る
と
、
核
廃
棄
物
処
理
費
用
な
ど
も
積
ま
れ
た

う
え
で
コ
ス
ト
が
試
算
さ
れ
て
い
る
の
で
、
正
確

に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
と
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
最
近
は
、
冷
静
な
議
論
が
で
き
る
状
況

に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
原
子
力
の
コ
ス
ト
に
関

し
て
、
再
度
、
国
民
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
政
府

の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

佐
々
木

原
子
力
の
発
電
単
価
に
つ
い
て
は
、
廃

炉
、
廃
棄
物
処
理
の
費
用
を
乗
せ
て
も
競
争
力
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
仮
に
原
子
力
を
や
め
た

と
し
て
も
、
廃
炉
な
ど
処
理
の
コ
ス
ト
が
残
り
、

そ
れ
が
火
力
発
電
ほ
か
に
転
嫁
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
原
子
力
と
火
力
で
分
け
る
の
で
は
な
く
、

電
気
を
利
用
す
る
た
め
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
考

え
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、
原
発
は
「
ト
イ
レ
無
き
マ
ン
シ
ョ
ン
」

な
ど
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
火
力
発
電
も
Ｃ
Ｏ
２

を

排
出
し
て
い
る
の
で
、
本
来
は
相
応
の
管
理
コ
ス

ト
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
Ｃ
Ｃ

Ｓ（
Ｃ
Ｏ
２

回
収
・
貯
留
技
術
）を
す
べ
て
に
取
り

付
け
れ
ば
、
設
備
費
も
上
が
り
効
率
も
落
ち
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
を
含
め
て
、
公

平
か
つ
包
括
的
に
評
価
す
べ
き
で
す
。
公
平
か
つ

包
括
的
に
評
価
し
た
場
合
に
、
ど
の
電
源
が
良
い

の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
ミ
ッ
ク
ス
が
ベ
ス
ト
な

の
か
、
は
じ
め
て
正
し
い
判
断
が
可
能
に
な
り
ま

す
。原

子
力
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
福
島
第

一
の
汚
染
水
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
国
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
で
し
ょ

う
。
安
倍
総
理
は
国
が
前
面
に
立
っ
て
対
処
す
る

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
で
、
私
た
ち
メ
ー
カ
ー

も
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

●
今
後
の
産
業
界
の
取
り
組
み
、

産
業
界
へ
の
期
待

鯉
沼

産
業
界
は
技
術
開
発
の
担
い
手
と
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
面
の
強
化
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
需
要
面
の
高
効
率
化
の
両
面
で
貢
献
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
今
後
の
産
業
界
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
佐
々
木
副
会
長
、
井
手
副
議
長
よ
り
、

ご
意
見
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
標
準
の
安
全
性
を
備
え
た

原
子
力
発
電
設
備
を
導
入
す
べ
き

佐
々
木

当
社
は
、
発
電
機
器
を
製
造
・
販
売
す

る
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
ま
た
、
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て

電
力
を
大
量
消
費
す
る
半
導
体
の
生
産
・
販
売

も
行
っ
て
い
ま
す
。
高
効
率
の
発
電
設
備
を
開
発

す
る
こ
と
は
、
自
社
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
い
わ
け
で
す
。
国
内
で
、
半
導
体
な
ど
付
加
価

値
の
あ
る
商
品
を
製
造
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
た

め
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、
あ
わ

せ
て
海
外
へ
向
け
て
販
売
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

発
電
設
備
は
ど
こ
で
も
つ
く
れ
る
わ
け
で
す
か

ら
、
電
気
料
金
の
安
い
国
に
工
場
が
出
て
い
く
こ

と
に
な
れ
ば
、
日
本
の
将
来
は
暗
く
な
り
ま
す
。

国
内
の
経
済
、
雇
用
を
守
る
た
め
に
も
、
発
電
設

備
の
更
新
が
必
要
で
す
。
火
力
で
は
ま
ず
は
高
効

率
化
の
実
現
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
超
々
臨

界
を
超
え
る
「
ア
ド
バ
ン
ス
ド
超
々
臨
界
」
が
、

石
炭
火
力
で
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
少
な

い
燃
料
で
電
気
を
つ
く
り
、
Ｃ
Ｏ
２

も
減
ら
す
、

超
臨
界
Ｃ
Ｏ
２

サ
イ
ク
ル
火
力
発
電
シ
ス
テ
ム
な

ど
、
極
限
に
向
け
た
技
術
開
発
を
進
め
て
い
き
ま

す
。原

子
力
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
当
社
は
、
世
界

で
八
基
ほ
ど
原
発
の
新
設
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
ウ
ェ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
の
「
Ａ
Ｐ

１
０
０
０
」
と
い
う
パ
ッ
シ
ブ
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

を
利
用
し
た
発
電
設
備
で
す
。
た
と
え
す
べ
て
の

電
源
が
失
わ
れ
て
も
、
七
二
時
間
、
運
転
員
の
操

作
な
し
に
冷
温
停
止
に
向
け
た
運
転
が
さ
れ
る
と

い
う
世
界
標
準
の
原
子
炉
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
原
発
と
は
四
〇
年
以
上

の
技
術
の
差
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
施
設
を
、
世

界
標
準
と
し
て
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
く
こ
と

で
、
日
本
の
原
発
の
安
全
性
は
間
違
い
な
く
向
上

し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
今
、
行
わ
れ
て
い
る
フ
ィ

ル
タ
ー
ベ
ン
ト
等
を
付
け
る
と
い
う
や
り
方
で
安

全
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
単
に

厳
し
い
ば
か
り
で
な
く
世
界
標
準
で
原
子

力
の
安
全
性
を
評
価
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
当
社
は
、
世
界
で
原
子
力
ビ
ジ

ネ
ス
を
展
開
し
、
世
界
標
準
の
安
全
性
の

確
保
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
日

本
の
な
か
で
、
原
子
力
の
安
全
性
の
あ
り

方
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
、

技
術
開
発
に
よ
っ
て
効
率
を
上
げ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
で
も
蓄
電
池
と

イ
ン
バ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
安
定
性
を
持
た

せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、
コ
ス
ト
が
高

原
発
停
止
に
よ
り
、
電
気
料
金
が
上
昇
し
、
国
富
の
流
出
、
国
内
産
業
の
競
争
力
低
下
が
進
め

ば
、
厳
し
い
未
来
が
予
想
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
電
力
多
消
費
型
産
業
の
国
内
で
の
新
規
設
備

投
資
は
あ
り
得
な
い
。多
く
の
日
本
企
業
が
ア
ル
ミ
精
錬
か
ら
撤
退
し
た
結
果
、「
ジ
ャ
パ
ン
・

プ
レ
ミ
ア
ム
」
が
発
生
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
事

故
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
安
全
性
を
さ
ら
に
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

（
鯉
沼

晃
氏
）

新たなエネルギー政策のあり方と今後の産業界の取り組み

図表３ 超臨界CO２サイクル火力発電システム
２５MWパイロットプラント（コンセプト図）

（注）気体と液体の境界がなくなり、気体と液体の中間的な性質を持つ
状態を超臨界という。CO２の場合、３１℃、７４気圧より高温、高圧の領
域で超臨界状態となる

提供：東芝
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く
な
り
ま
す
。
発
電
効
率
を
高
め
つ
つ
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
し
て
い
く
こ
と
が
研
究
開
発
の
課
題
で
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の

地
熱
発
電
の
可
能
性

井
手

当
社
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
、
コ
ス
ト

低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
計
画
的
・
継
続
的

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
省
エ
ネ
に
つ
い
て
は
、
産

業
界
と
し
て
は
や
り
尽
く
し
た
感
が
あ
り
、
こ
れ

以
上
の
改
善
に
は
革
新
的
な
技
術
開
発
が
必
要

で
す
。
中
長
期
的
な
開
発
に
は
、
財
務
面
の
負
担

も
大
き
い
の
で
、
政
府
か
ら
の
支
援
も
必
要
で

す
。再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
当
社
で

は
、
地
熱
、
小
型
の
水
力
発
電
、
太
陽
光
発
電
な

ど
を
主
に
や
っ
て
い
ま
す
。
今
後
期
待
で
き
る
の

は
、
地
熱
発
電
で
す
。
当
社
で
は
、
私
が
入
社
し

た
昭
和
四
十
年
か
ら
、
五
〇
年
近
く
地
熱
発
電
の

開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
熱
発
電
に
関
し
て
は
、

規
制
緩
和
も
始
ま
り
、
買
取
制
度
の
対
象
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
秋
田
県
の

二
カ
所
に
加
え
、
全
国
四
カ
所
で
の
調
査
を
進
め

て
い
ま
す
。
問
題
は
、
実
現
ま
で
一
〇
年
以
上
か

か
る
こ
と
と
温
泉
業
者
と
の
共
生
の
実
現
で
す
。

有
望
な
結
果
が
出
れ
ば
、
今
後
一
〇
年
以
内
に
は
、

稼
働
ま
で
持
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鯉
沼

で
は
、
浅
田
代
表
に
、
消
費
者
の
立
場
か

ら
、
産
業
界
へ
の
期
待
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
含
め
た
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の

開
発
・
普
及
に
期
待
す
る

浅
田

日
本
の
産
業
界
の
優
位
性
は
技
術
だ
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
消
費
者
と
し
て
も
、
夢
の
あ
る

技
術
の
実
現
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

最
近
、
家
庭
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
「
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ（H

om
e
E
nergy

M
anagem

ent
System

）」
の
観
点
か
ら
、

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
を
見
学
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
普
及
に
は
、

い
ろ
い
ろ
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
非
常
に
可

能
性
を
感
じ
ま
し
た
。先
般
、「
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
」
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
が
、
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
や
自
宅

で
介
護
・
看
護
を
行
う
家
庭
が
増
え
れ
ば
、

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
含
め
た
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
が
果

た
す
役
割
は
大
き
く
な
り
ま
す
。

産
学
官
三
者
の
協
力
は
、
よ
く
話
題
に
な

り
ま
す
が
、
こ
こ
に
消
費
者
を
加
え
た
産
学

官
消
の
協
力
関
係
を
構
築
し
て
い
く
必
要
も

あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
優
れ
た
技
術
を
使
用
し
た

商
品
で
も
、
暮
ら
し
に
関
す
る
こ
と
は
、
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
が
購
入
し
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
、
ト
ー
タ
ル
な
省
エ
ネ
、

技
術
革
新
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
を
実
現
し
て
い
け

る
よ
う
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

鯉
沼

最
後
に
、
有
識
者
の
立
場
か
ら
、
秋
元
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
ご
意
見
を
伺
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

優
れ
た
技
術
を
活
か
し
て

世
界
の
グ
リ
ー
ン
化
に
貢
献
す
る

秋
元

浅
田
代
表
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
は
、
非

常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
お
い
て
も
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
開
け
て
く
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
こ
と
が
目
的

で
は
な
く
、
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
が
目
的
な
の

で
す
か
ら
、
つ
く
ら
れ
た
製
品
に
こ
そ
価
値
が
あ

る
の
で
す
。

単
に
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
て
も
何
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
、
Ｉ
Ｔ
と
統

合
し
、
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
と
セ
ッ
ト
に
す
る

こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
く
な
る
分
を
吸
収
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
可
能
と

な
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
企
業
の
技
術
開
発
や
政
府
の
制
度
改
革
に
も
、

消
費
者
で
あ
る
一
般
国
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

べ
き
で
す
。
国
を
あ
げ
て
新
し
い
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
発
想
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
企
業
は
、
省
エ
ネ
の
分
野
に
お
い
て
も
、

間
違
い
な
く
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
技
術
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
技
術
を
積
極
的
に
海
外
に
展

開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
日
本
自
体
の
グ

リ
ー
ン
成
長
、
世
界
の
経
済
成
長
、
世
界
の
グ
リ

ー
ン
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
政
府
の
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
し
、
学
術
界
も
協
力
を
惜
し

み
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
丁
寧

に
拾
い
上
げ
る
こ
と
も
不
可
欠
で
す
。

佐
々
木

東
日
本
大
震
災
以
降
、「
ナ
シ
ョ
ナ
ル

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
と
い
う
考
え
方
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
災
害
な
ど
に
対
す
る
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

＝

強
じ
ん
さ
」
は
、
単
に
施
設
の
み
な
ら
ず
、
地

域
社
会
全
体
に
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は

「
ス
マ
ー
ト
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
と
い
う
考
え
方
を

提
唱
し
て
い
ま
す
が
、
Ｉ
Ｔ
は
、
地
域
や
施
設
の

防
災
面
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
発
揮
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
あ

た
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想
定
し
て
強
じ
ん
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
れ
ば
、
東
京
は
強
じ
ん
な
街
、

強
じ
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
モ
デ
ル
に
な
り
得

ま
す
。
東
京
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
世
界
各
地
で
強

い
都
市
を
つ
く
っ
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
日

本
が
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

鯉
沼

本
日
は
、
貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
二
〇
一
三
年
十
月
十
一
日

経
団
連
会
館
に
て
）
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